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系」などが， このグループにぞくするぺ ここに問題意識を 3つに大別したけ
れども，それはあ〈まで重点のおきどころがちがうというだけであって，問題
はあくまでLつであるということはいうまでもなしL
O 久留間鮫浩，恐慌論研究 4大月書庖)， 19620 
2) 宇野弘蔵，桂楕芋方法論 〈東京大学出版会)，回目。
3) 高木幸三郎;恐慌論体系序説 L大月審庖)， 1956" 
4) 松井清，世界経開論体系 〈日本許論社)，日630
























5) 吉信粛，国際経済論の理論的体系化 (世界経済評論， 1966);↑司， r経済浮批判体系と『資本
論'J (マルクス経済学体系〈イミ斐閤)，第z省所収).19660 
6) 松井清， 世界経済学原理 (日本評論社)， 1954;同j 世界経済の理論的諸問題 (ミネルパ書
房)， 1956;同， r現代資本主義の基本的経商法則J (~現代資本土義講座， (東洋桂揖新報社)，
第1巻所収)， 1958;同， r貿易論ノー トJ (~京大経済学部創立40周年記念論文集心 ， 1959Q 
7) 遊部久蔵， ，貨ふ論』研究史 〔ミネルパ茜E害)， 1958。



























































(2) 1. 2. 3の諸項目は，資本主義の抽象的・一般的諸条件にかんするもの
であるのに対し 4国家 5外国貿易. 6世界市場の諾項目は資本主義の具
体的・歴史的条件にかんするものである n マルクスは「経済学批判」でつぎの
















にみる点で，わたくしの見解は. 4. 5， 6の項目の理論的把握を断念される宇
野教授の見解と根本的に異っている o わたくしは 4，5. 6の項目においては，
より具体化された資本主義の一般的法則を取扱うべきであると考える。コーノレ
10) G. Kohlmey: "Die abst四 kt-allgemeinenund die konkret-historiscl主en Bedmgungen 
des okonomischen Gw.ndgesetz des Kapitalismus"， Wi1'tschaftsω凶閣悌schaft，4， 1955 
11) マルクスa 経済学批判 (fマル エン全集」第7巻)， 414ベージ。






































(3) すでにこれまでのベてきたところから明らかであるように 1，2. 3の
















13) 吉信粛l 経済学批判体系と「資本論J (マルクス経済学体系， 2巻)， 239へ ジ。
14) 吉信粛経由学批判体系と「賢本論J (マルクス経済学体系， 2巻)， 242ベージ。

























15) 池上惇国家独占資本主義論(有斐閣)， 1965. 56ベジ0
16) 同上。























































であるばかりでな〈有害だからである。同様のことは vー ι ンが「日 γアに
おける資本主義の発展」のなかで町， 市場理論を論じた個所においてものベて
18) マルクスa 費本論(大月書庖).第2巻，第7分冊， 199ベシ。
19) ν ェンz ロシアにおける資本主義の発展(レ ニ γ全集. 3巷). 28ベ ジ以下。
経済学批判体系と世界市場恐晴 (365) 43 
いる。レーユ Yの説明は，マノレグ旦よりも更にはっきりしていて，外国貿易の
必要性は，論理的なものでなく歴史的なものであることを明瞭に指摘している




















































21) レ←ニソj 帝国主義論(レー エン全集 22巻)， 277ペー ジ以下。
経済学批判体系と世界市場恐慌 (367) 45 
およびその国際関係の複合的なものと考えていた。この点についてコールマイ

























22) G コ ルマイ〈松井 吉信訳).社会主義世界市場〈日本評論社:l.回55. 24-ページ。


























23) マルクス，剰余価値学説史 (1日改造社).第2巻第 2部.274ページ。


























24) 杉本昭-1:0.マfレタス佳世学の体系化に関する根本問題 (京大経済研究所).1966. 10ベージ。
25) 向上. 17-18ベ ジ。 i矛居の論理」が主体化され具体的，歴史的にあらわれたとき.r階般の
論理」となり「変革の論理Jとなる。






















































26) マルクスl 剰余価崎学説史 (旧改造社版 マノレ・~'/全集). 11巻.285ペー ジ。
27) マルグスz 資木論 (大月書庖〕 第1曽，第4分冊.50ペー ジω
50 (372) 第102巷第5号
じ労働時間で生産される同種商品の種々の違った分量は，不等な国際的価値壱























この場合，マノレク λ の国際価値論によると A国の輸出品の輸出価格と圏内
28) 同よ， 51ベー ジ。
29) G. Kohlmey; K. Maげ Theorievon den z"nter側四d四 Werten側，，叫g削 Schlussfol
geru.ngen f耐 du:!Preisbildun，; im .At間四加nduz山 schenden sozialis的 aU!nStaat同 (Pro
bleme der po1itischen Oekonomie， 5)， 1962， S.47 
30) 軸木重靖，社会主義貿易論 (有斐閣)， 1957参問。























































31l マルクス 費本語(大月書情).第3巷』第10分冊.441ベー ジ。























































34) レー ヱン，帝国主義論 (vー ニン全集 22巻)， 277ベージ。


























35) G コー ル vイ，社会主義世界市場 (田本評論社)， 269ペ ジ。
36) F. Oelssner: Die Wi-rtschaftskrisen， 1955 ， 千葉訳，~済恐慌 (大月書庖)。
37) 経済恐慌， 109ヘージ。



















































39) 木下悦二三つの世界市場論についての若干の問題 〔研究と資料4).44ベー ジ。
40) G， Kohlmey: E~叫山cklu/ng5probleme ae.s sozia.Zistisch同 w.，加 irt:;ahiZjtssystem，1958 




























経済学批判体系と世界市場恐荒 (381) 59 
性が強く表面に出てくるのは当然である。けれども経済学の内容となるもの
は，あくまで客観的法則でなければならなL、c そのときにはじめて，社会主義
経済学は，資本主義の経済学と本質的に区別されるものといえよう。
次に社会主義経済学において，マノレタスの経済学体系の後半部分については，
どのような取扱いがなされているであろうか。 I国家」範障は依然として寄在
している。だが画家は資本主義のもとにおけるブルジョア独裁の国家から，プ
ロレタリア独裁の国家に転化している。「経済学教科書」のなかにみられる「国
民所得JI国家予算JI信用」などが，そのような画家範時のなかに組入れら
るべき経済学の項目であろう。後半体系のなかで，国家範時のあとに出てくる
「生産の国際関係JI国際分業JI国際的交換JI輸出入JI為替相場JI国
際協力Jなどの範障は，いうまでもなく，第2次世界大戦後，社会主義世界経
済体制が生成発展するに左もな勺て研究されはじめたものである。 I経済学教
科書」のおわりの章は I社会主義陣営諸国の経済協力」となっている。すで
にたびたび言及したコールマイの研究，さらにチェヨ月ロバキアのチェノレユア
γλキ _41)の研究などそのうちに数えられよう。これらの研究は，直接マノレグ
九の経済学体系には言及していない。ただコーノレマイが，別の論文でこれに言
及しているだけである。ところが最近日本語に翻訳されたソ連科学アカテミー
の研究は， I世界社会主義経済体系」と題し，明確にマノレグ月の経済学体系の
プラ yに言及しながら，その後半体系の内容として世界経済論を展開しようと
している。翻訳は全4巻のうちまだ1巻の上しか出版されていないので，なん
ともいえないが，同じ方向で研究を連めつつあるわれわれにとっては興味ぶか
いものがある。
41) 小松勇吉武チェルニアンλキへ社会主韮貿易の経済理論(法律文化社)。
